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初期研修医として幡多けんみん病院での研修

が始まってから早くも 1ヶ月が過ぎました。分

からないことも多々ありますが日々研修に励ん

でおります。学生の時は個々の疾患に対する知

識を学んでいましたが、実際の医療現場では

個々の患者さんに合わせて学んだ知識を活用す

る必要があります。検査、処置、処方、手技な

ど学生の時の知識では到底足りないものも多く、

患者さんの協力の下に日々学ぶことも多いです。

迷惑をかけることも多々ありますが、上級医の

先生方やコメデイカルスタッフの方々にご指導

いただき、研鑽に努めています。

また幡多地域の中核病院ということもあり、

ありふれた疾患から稀な疾患まで様々な疾患を

経験することが出来ます。このようにとても恵

まれた環境下で研修できることにとても感謝し

ています。幡多地域の最後の砦としての役割は

重圧に感じることもありますが、やりがいでも

あり一人の医師として地域の医療を支えていき

たいと思います。

この幡多けんみん病院での2年間の研修を通し

て、知識や技術はもちろんのこと患者さんやスタ

ッフとの係わりを通して、様々なことを身につけ

ていきたいと思います。

【初期臨床研修医 1年目 田口拓磨】

国家試験にもなんとか合格し、憧れだった幡多

けんみん病院に就職する事ができました。僕がけ

んみん病院で働きたいと思ったのは5年生の時の

ポリクリの時でした。診療科、医師、看護師など

関係なく職員の方が1つとなって働いている印象

を受けました。そして、病院に用意されていた学

生用のお弁当が美味しい、飲みに連れて行って貰

ったお店もめちゃ美味しい。この 2つがけんみん

病院を初期研修に選ぶ決め手となりました。

いざ働いてみると、あれほど詰め込んだ国家試

験の知識はほとんど抜け落ち、カルテの使い方も

未だに分かっていなかったり、そもそもカルテが

上手く書けないなど病院の迷惑にしかなってい

ないような気がします。そんな僕にも先生方、看

護師の方などいろんな方が優しく教えてくださ

ります。疲れたなぁと思いながら椅子に座ってい

ると優しい言葉をかけてくださる方が多く、けん

みん病院でよかったと思う事がこの1ヶ月何度も

ありました。助けて貰ってばかりではよくないと

思いながらも何度も助けて貰ってばかりの状況

です。きっと少しずつ成長していくと思うので長

い目で見ていただけたら幸いです。少しでも早く

皆様のお役に立てますよう尽力致しますので何

卒宜しくお願いします。

【初期臨床研修医 1年目 津野龍太郎】
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研修医として働き始め、早 1か月が経過しま

した。まだまだ慣れない事ばかりの毎日ですが、

様々な経験をさせて頂き充実した日々を送って

います。実際の臨床現場ではその時々の最適な

対応が分からず戸惑うことが多いですが、指導

医の先生方やコメディカルの方々から優しくか

つ熱心に指導していただき少しずつ出来る事が

増えていくのを感じます。そして様々な症例を

担当させて頂ける機会も多く、また救急対応や

手技などに挑戦する機会も多くあります。もち

ろん救急対応や手技などを行う時には毎回緊張

しますが、このような機会を与えてくれる医療

スタッフの方々や患者さんに感謝しています。

また、この 1か月で「先生」と呼んでいただ

くことが多くありました。まだ「先生」と呼ば

れることには慣れませんが、その度に“研修医”

であると同時に“医師”であることを実感しま

す。そして患者さんを前にするとその責任の重

さを感じるとともに、1日でも早く患者さんや

周りの医療スタッフの方々から信頼される医師

になりたいと思います。この思いを大切にして

2年間の研修を積極的に取り組んでいきたいと

思います。

【初期臨床研修医 1年目 江戸直樹】

幡多けんみん病院で初期研修医として働き始

めて 1か月が経ちました。始めは、といっても今

もそうですが、医療のことから事務的なことまで

わからないことだらけで上級医の先生方や医療

スタッフの方々、事務の皆さんには日々指導して

いただき、そして患者さんには快く協力していた

だいているおかげで働くことができています。幡

多けんみん病院では風邪のようなごくありふれ

た病気から大学病院などで見るような重大な病

気まで様々な患者さんが来院されます。なので、

患者さんの訴えは何なのか、本当にその診断であ

っているのか、この治療が本当に正しかったのか

など、気が抜けない場面ばかりです。そのような

環境でたくさんの方の協力や指導の下、色んなこ

とを経験するチャンスがたくさんあり研修医と

して働くことができることに感謝しています。ま

た、学生時代に机の上で学んでいたことが、根底

として大事ではありつつ、それがすべてではない

ということを痛感しています。

まだまだ未熟ではありますが、日々勉強し、幡

多地域の医療に少しでも貢献できればと思って

います。

【初期臨床研修医１年目 岸大樹】


